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11 月 17 日および 20 日に、JA 福岡大城主催で、大木カントリー前のほ場

で小麦の「部分浅耕一工程播種」の実演会が行われ、関係機関含めのべ約 20 名

が参加しました。普及指導センターからは、部分浅耕一工程播種のメリットとし

て①荒起こしを省略するため、時間と燃料が削減できる②深い所から出る雑草

を減少させることができる③水分ストレスに強いため、収量が安定すること等

について説明を行いました。 

参加者からは、「稲ワラが多くても大丈夫か？」「播種後の除草剤がきちんと効

くか不安」「稲株は残らないのか？」といった事前の不安の声も聞かれましたが、

実際に播種する様子を見て、「これくらいのワラなら大丈夫」「稲株は残らない」

ことなど確認していました。また、去年、部分浅耕一工程播種を行った農家から

は、「去年もこれで播いたが、問題なくできた。今年もこの方法で播く予定」と

話していただきました。 

普及指導センターでは、今後も関係機関と連携して、小麦の収量安定と省力・

低コスト栽培に向けた取り組みを推進していきます。 
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